
学習日：　　月　　　日

2022 年度　海城中学２回目【算数】大問５

　図１のような１辺が６ｃｍの立方体ＡＢＣＤ―ＥＦＧＨがあり、Ｐ、Ｑ、Ｒ、Ｓ、Ｍ、Ｎは辺
の真ん中の点です。いくつかの点を結んでできる、図２のような三角柱ア（ＰＥＦーＲＨＧ）、
イ（ＭＢＡ―ＮＣＤ）、ウ（ＱＦＧ―ＳＥＨ）を考えます。次の問いに答えなさい。ただし、角
すいの体積は（底面積）×（高さ）÷３で求められるものとします。
 

（１）
アとイの共通部分（どちらの三角柱にもふくまれている部分）の体積を求めなさい。

（２）
アとウの共通部分（どちらの三角柱にもふくまれている部分）の体積を求めなさい。

（３）
イとウの共通部分（どちらの三角柱にもふくまれている部分）の体積を求めなさい。
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